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�．はじめに

一般に「そば」として食している「そば」は，ソ

バ属のソバ（普通ソバと称される，学名 Fagopyrum

esculentum，英名 common buckwheat）であるが，

世界にはもう一種の栽培種ダッタンソバ（F. ta-

taricum (L.) Gaertn.，英名 tartary buckwheat）があり，

中国およびヒマラヤ山麓諸国で多く栽培されてい

る．普通ソバが虫媒他殖性であるため収量が不安定

であるのに対し，ダッタンソバは自殖性であるため

収量は安定し普通ソバの３倍に達するといわれてい

る（２）．ダッタンソバの粉は黄色く，別名「苦そば」

といわれているとおり，苦みが強く食用にはあまり

適していないが（２），ソバ属に共通に含まれているポ

リフェノールの一種であるルチンが普通ソバの約

１００倍含まれていることから，健康食品として注目

を集め，ダッタンソバ茶や乾めんとして商品化され

ている．現在，我が国で流通している多くのダッタ

ンソバは中国から輸入されているが，トレーサビリ

ティなどの食の安全性に対する消費者の関心から，

生産履歴の明らかな国内産の需要が高まっている．

ダッタンソバの日本での栽培面積は少ないが，北

海道を中心に増加してきており，２０１１年度の全国の

作付面積は３２５�で，北海道が８５％，長野県が９％
を占めている（５）．主な作付け品種は，「北海Ｔ８

号」（１），「北陸４号」となっている（５）．この両品種以

外に近年「大禅」，「北海Ｔ９号」（６），「北海Ｔ１０号」（６），

「信濃くろつぶ」などが品種登録された（７）．現在，

ダッタンソバでは農産物検査規格が策定されたとこ

ろであり，２０１１年度からダッタンソバを含むソバが

農業者戸別所得補償の対象となり，今後ソバ・ダッ

タンソバの栽培面積の増加が期待されている．

北陸農業試験場（現中央農業総合研究センター北

陸研究センター）小千谷分室（当時）では，１９９２年

からダッタンソバの育種を開始し、１９９７年，ルチン

含量が高く栽培特性の優れた系統に「北陸４号」の

名前を付与し，２００７年３月に品種登録された．本報

告では，「北陸４号」の育成経過と品種特性を紹介

する．

本品種は，農林水産省の大型別枠プロジェクト研

究「新需要創出のための生物機能の開発・利用技術

の開発に関する総合研究」（１９９１－２０００年度）の成

果として育成されたものである．

栽培試験の実施については関係各県の農業試験場

のご協力を頂いた．また，本品種の育成がつつがな

く進められたのは，北陸農業試験場畑作物育種研究

施設（小千谷，１９９４－１９９７），中央農業総合研究セ

ンター北陸研究センター業務科職員諸氏の全面的な

ご協力のおかげである．これらの関係諸氏に対して，

深く謝意を表する．

ダッタンソバ新品種「北陸４号」の育成とその特性

伊藤誠治＊１・大澤 良＊２・馬場孝秀＊３・青木恵美子＊４・堤 忠宏＊５・荒川 明＊６・林 敬子＊７

目 次

�．はじめに ……………………………………… １

�．育成経過 ……………………………………… ２

�．特性の概要 …………………………………… ２

１．形態的特性 ………………………………… ２

２．生態的特性 ………………………………… ２

３．品質特性 …………………………………… ３

４．育成地における試験成績 ………………… ３

５．配布先における成績 ……………………… ６

�．普及状況と今後の展開に向けて …………… ６

�．栽培適地および栽培上の留意点 …………… ９

�．命名の由来および育成従事者 ……………… ９

�．摘要 …………………………………………… ９

引用文献 ……………………………………………１１

Summary ……………………………………………１３

平成２４年７月２３日受付 平成２４年１０月９日受理
＊１ 中央農業総合研究センター 水田利用研究領域，＊２ 現 筑波大学，３＊ 現 福岡県農林水産部，＊４ 現 作物研究所，
＊５ 元 九州沖縄農業研究センター，＊６ 現 畜産草地研究所，＊７ 中央農業総合研究センター 病害虫研究領域

中央農研研究報告 １８：１－１３（２０１３）�
	



�Bull.NARO.Agric.Res.Cent.

１



�．育成経過

「北陸４号」は，１９９１年に実施したダッタンソバ

の特性調査試験において，早生で，短稈であった生

物資源研究所ジーンバンクより配付された「ダッタ

ン種（Rotudatum）（ＪＰ番号３６２２６）」を元に、高い

ルチン含量を維持しつつ，早生化と草型の向上・斉

一化を目標に育種した品種である．１９９２年に北陸農

業試験場小千谷分室（当時）において，「ダッタン

種（Rotudatum）」２５００個体を隔離栽培し，採種量，

草型，耐倒伏性などの特性が優れた７２個体を選抜し

た（表１）．１９９３年に個体別系統として９３Ｄ－０１～

７２の系統番号を付与して栽培し，早晩性，草型，収

量性，千粒重を調査，１９９４年に，種子のルチン含量

を分析し，２２系統を選抜した．１９９５年は，栽培特性，

収量性，ルチン含量等により１０系統を選抜し，１９９６

年には生育特性，収量特性により４系統を選抜し

た．１９９７年および１９９８年に４系統の生産力検定試験

を実施し，有望な系統である９３Ｄ－０３と９３Ｄ－１０に

それぞれ「北陸４号」と「北陸５号」の系統名を付

与して１９９９年から関係各県に種子を配付して栽培試

験を実施した．途中，１９９９年から育成地の試験を新

潟県上越市（当時 北陸農業試験場）に移動した．

これらの試験の結果より，「北陸４号」は本州向け

ダッタンソバ品種として有望であると判断し，２００５

年に品種登録出願を行い，２００７年３月に品種登録さ

れた．

�．特性の概要（種苗特性分類）

１．形態的特性
「北陸４号」の草丈および主茎長は“やや短”，

主茎節数は“多”，第１次分枝数は“多”で，花房

数は“かなり多”である．葉の形および葉の大きさ

は“中”，葉色は“やや濃”である．花色は“緑黄”，

茎色は“濃紅”，登熟中の果皮色は“白～淡緑”で

ある．粒型は“平滑型”である．千粒重は“やや大”，

容積重は“中”で，子実の収量は“中”である（表

２）．

２．生態的特性
「北陸４号」の開花始，開花期，開花最盛期およ

び成熟期は“晩”で，生育日数は“長”である．耐

表１ 「北陸４号」の選抜経過

表２ 「北陸４号」の形態的特性

注）１）２００２～２００４年の成績による．以下表３，表４とも同じ．
２）種苗特性分類である（参「平成１４年度種苗特性分類調査報告書 そば（見直し）（２００３）」）．以下表３，表４とも同じ．

試験年度 １９９２ １９９３／１９９４ １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４
世代 Ｓ０ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４ Ｓ５ Ｓ６ Ｓ７ Ｓ８ Ｓ９ Ｓ１０ Ｓ１１
供試 系統数 ７２ ２２ １０ ４ ４ ２ ２ ２ ２ ２ ２

個体数 ２５００
選抜 系統数 ２２ １０ ４ ４ １ １ １ １ １ １ １

個体数 ７２
備考 北陸４号

品種名 伸育性 草型 草丈 主茎長 主茎節数
茎の
太さ 茎色 葉の形

葉の
大きさ 葉色 花色 花房数

北陸４号 無限 直立・分枝伸張型 やや短 やや短 多 中 濃紅 中 中 やや濃 緑黄 かなり多

品種名 粒型 粒の長さ 粒の幅 粒の長幅比
登熟粒の
果皮色

完熟粒の
果皮色

稔実
粒数 千粒重 容積重

第１次
分枝数

子実の
収量

北陸４号 平滑型 中 中 中 白～淡緑 褐 中 やや大 中 多 中

２ 中央農業総合研究センター研究報告 第１８号（２０１３．３）



倒伏性は“中”で，うどんこ病には強い（表３）．

３．品質特性
製粉歩留りは“中”で，ルチン含量は“低”で，

粉の白度は“中”である（表４）．

４．育成地における試験成績
２００２年から２００４年に行った生産力検定試験の生育

特性の結果を表５に示した．また，多肥栽培での結

果を表６に示した．北海道農業研究センターで育成

された「北海Ｔ８号」に比べて，開花始，開花期と

も約２日早く，開花最盛期，成熟期は４，５日早か

った．草丈，主茎長とも１０�程度短く，分枝数，節
数ともほぼ同じで，花房数は少なかった．倒伏程度

は同程度であった．普通ソバの「とよむすめ」に比

べ開花期は９日遅く，成熟期は４日遅かった．草丈

は短く，分枝数，節数は多く，花房数はかなり多か

った．

標肥栽培における収量と品質の調査結果を表７

に，多肥栽培における結果を表８に示した．「北海

Ｔ８号」に比べ，子実重は同程度で容積重，千粒重

ともやや重く，粉の色，製粉歩留りは同程度で，ル

チン含量は同程度であった．「とよむすめ」に比べ，

子実重はかなり少なく，容積重は同程度で，千粒重

はかなり小さかった�「北陸４号」の粉の白度およ
び明度は低く，ｂ＊値は大きく，粉が黄色かった．

製粉歩留りは「とよむすめ」に比べやや低く，ルチ

ン含量は約７０～８０倍であった．ダッタンソバの収量

は普通ソバの３倍といわれている（２）が，育成地では

「北陸４号」が「とよむすめ」に比べ低収となった．

これは，ダッタンソバが普通ソバに比べてもさらに

湿害に弱いため，ソバの生育期間に雨が多く重粘土

表３ 「北陸４号」の生態的特性

表４ 「北陸４号」の品質的特性

表５ 育成地における「北陸４号」と比較品種の生育調査（標肥１））

注）１）播種日は２００２年８月１３日，２００３年８月２２日，２００４年８月１３日，条播栽培，畦幅６０�（２００２）・７０�（２００３／２００４），播幅２０�，播種量１００
粒／�．施肥Ｎ：０�２・Ｐ２Ｏ２：０�８・Ｋ２Ｏ：０�８・Ｍｇ：０�０４�／ａ．

２）２００４年度の花房数は台風による被害により測定できなかった．

品種名 開花始 開花期 開花
最盛期 成熟期 生育日数 耐倒伏性 うどんこ

病抵抗性

北陸４号 晩 晩 晩 晩 長 中 強

品種名 製粉
歩留り 粉の白度 粉の明度 粉の

ａ＊値
粉の
ｂ＊値 苦味 ルチン

含量

北陸４号 中 中 中 中 中 中 低

品種名 試験 開花始 開花期 開花最盛期 成熟期 倒伏程度 草丈 主茎長 分枝数 節数 花房数
年度（月日）（月日） （月日） （月日）開花期 成熟期（�）（�） （本）（節）（個）

北陸４号 ２００２ ９�１３ ９�１５ ９�２９ １０�１６ 無 無 １０７ １０４ ８�２ １７�４ ３４�８
２００３ ９�２２ ９�２３ １０�３ １１�５ 無 微 ５１ ５０ ６�２ １７�４ ６３�０
２００４ ９�１７ ９�１９ ９�２７ １０�２７ 無 少 ６４ ５９ ７�３ １８�６ －

北海Ｔ８号２００２ ９�１４ ９�１５ １０�５ １０�２１ 無 微 １０９ １０７ ９�０ １７�１ ３７�２
（ダッタン２００３ ９�２４ ９�２８ １０�１０ １１�１１ 無 微 ６６ ６４ ６�７ １８�８ ７９�１

ソバ）２００４ ９�１８ ９�２０ ９�３０ １０�２７ 無 微 ８１ ７９ ５�９ １９�２ －
とよむすめ２００２ ９�５ ９�７ ９�１５ １０�１８ 無 無 ９８ ９５ ２�９ １１�４ ２１�２
（普通ソバ）２００３ ９�１４ ９�１６ ９�２４ １０�２９ 微 微 ７９ ７７ ２�８ １０�５ １２�９

２００４ ９�６ ９�８ ９�１７ １０�１９ 無 中 ８４ ８２ ３�４ １２�４ －
北陸４号 平均 ９�１７ ９�１９ ９�３０ １０�２６ 無 微 ７４ ７１ ７�２ １７�８ ４８�９
北海Ｔ８号 平均 ９�１９ ９�２１ １０�５ １０�３０ 無 微 ８６ ８３ ７�２ １８�３ ５８�２
とよむすめ 平均 ９�８ ９�１０ ９�１９ １０�２２ 無 微 ８７ ８５ ３�０ １１�４ １７�１

３伊藤誠治・大澤良・馬場孝秀・青木恵美子・堤忠宏・荒川明・林敬子：ダッタンソバ新品種「北陸４号」の育成とその特性



表６ 育成地における「北陸４号」と比較品種の生育調査（多肥１））

注）１）耕種概要は施肥以外は表５と同じ．施肥Ｎ：０�３・Ｐ２Ｏ２：１�２・Ｋ２Ｏ：１�２・Ｍｇ：０�０６�／ａ．
２）２００４年度の花房数は台風の被害により測定できなかった．

表７ 育成地における「北陸４号」と比較品種の収量および品質調査（標肥）

注）１）ルチンの測定は加熱還流により抽出し高速液クロマトグラフィーにより定量した（表８，表１３とも同じ）．
２）ダッタンソバ標準「北海Ｔ８号」を１００とした時の値である。

表８ 育成地における「北陸４号」と比較品種の収量および品質調査（多肥）

注 同左比はダッタンソバの標準品種「北海Ｔ８号」のルチン含量を１００とした時の値である。

品種名 試験 子実重 同左標準 容積重 千粒重 粉 製粉歩留り ルチン含量 同左比２）

年度（�／a）比（％） （�／l）（�） 白度 明度 a＊値 b＊値 （％） （�／１０g） （％）
北陸４号 ２００２ ３�７ １１６ ６５０ １８�０ ７４�５７９�８ ０�３１５�６ ６７�４ １９７�０ １０４

２００３ ５�２ １０２ ６６９ ２２�９ ７４�７７９�８ ０�１１５�３ ６７�１ １９６�９ ８７
２００４ １�７ ７７ ６４５ １６�９ ７５�６８１�２－０�４１５�６ ７０�６ １７４�７ １０２

北海Ｔ８号２００２ ３�２ １００ ６７５ １７�５ ７４�４７９�６ ０�３１５�５ ６８�６ １９０�２ １００
（ダッタン ２００３ ５�１ １００ ６６４ ２０�９ ７４�５８０�２－０�３１６�０ ６６�３ ２２６�２ １００
ソバ標準）２００４ ２�２ １００ ６０５ １５�３ ７６�１８１�７－０�４１４�９ ６８�０ １７１�２ １００
とよむすめ２００２ ５�０ １５６ ６２８ ３１�３ ８３�７８６�１ ０�２ ８�４ ７２�７ ２�５ １
（普通ソバ）２００３ ５�４ １０６ ６９０ ３８�０ ８５�６８７�７ ０�１ ７�４ ６９�４ ２�８ １

２００４ ３�４ １５５ ６２５ ３４�１ ８４�７８７�０－０�１ ８�０ ７３�２ ２�５ １
北陸４号 平均 ３�５ １００ ６５５ １９�２ ７４�９８０�３ ０�０１５�５ ６８�４ １８９�５ ９７
北海Ｔ８号 平均 ３�５ １００ ６４８ １７�９ ７５�０８０�５－０�１１５�５ ６７�６ １９５�９ １００
とよむすめ 平均 ４�６ １３１ ６４８ ３４�４ ８４�７８６�９ ０�１ ７�９ ７１�８ ２�６ １

品種名 試験 子実重 同左標準 容積重 千粒重 粉 製粉歩留り ルチン含量 同左比
年度（�／a） 比（％）（�／l）（�） 白度 明度 a＊値 b＊値 （％） （�／１０g） （％）

北陸４号 ２００３ ７�８ １０５ ６６８ ２４�２ ７５�２８０�４－０�２１５�１ ６５�９ １９７�８ ８８
２００４ ２�０ ９５ ６４０ １６�５ ７６�４８２�０－０�５１５�３ ７０�６ １８９�９ １０５

北海Ｔ８号２００３ ７�４ １００ ６６０ ２１�９ ７４�９８０�６－０�６１６�１ ６５�１ ２２４�２ １００
（ダッタン ２００４ ２�１ １００ ６１５ １５�６ ７７�０８２�７－０�７１５�１ ６８�３ １８０�７ １００
ソバ標準）
とよむすめ２００３ ８�５ １１５ ６８４ ４０�３ ８５�９８８�０ ０�１ ７�４ ６９�６ ２�５ １
（普通ソバ）２００４ ７�４ ３５２ ６１４ ３３�６ ８４�９８７�１－０�１ ７�８ ７３�２ ２�２ １
北陸４号 平均 ４�９ １０２ ６５４ ２０�４ ７５�８８１�４－０�４１５�２ ６８�３ １９３�８ ９６
北海Ｔ８号 平均 ４�８ １００ ６３８ １８�８ ７６�０８１�７－０�７１５�６ ６６�７ ２０２�５ １００
とよむすめ 平均 ８�０ １６７ ６４９ ３７�０ ８５�４８７�６ ０�０ ７�６ ７１�４ ２�４ １

品種名 試験 開花始 開花期 開花最盛期 成熟期 倒伏程度 草丈 主茎長 分枝数 節数 花房数
年度（月日）（月日） （月日） （月日）開花期 成熟期（�）（�） （本）（節）（個）

北陸４号 ２００３ ９�２２ ９�２４ １０�３ １１�７ 無 少 ５８ ５５ ６�７ １７�０ ７９�２
２００４ ９�１７ ９�１９ ９�２７ １０�２６ 無 微 ７２ ６８ ７�０ １８�９ －

北海Ｔ８号２００３ ９�２５ ９�２８ １０�１１ １１�１４ 無 少 ６７ ６３ ７�１ １７�１ ９１�９
２００４ ９�１８ ９�２１ ９�３０ １０�２８ 無 微 ７９ ７４ ６�５ １７�５ －

とよむすめ２００３ ９�１４ ９�１７ ９�２４ １０�２９ 微 微 ８５ ８３ ２�９ １１�１ １６�６
２００４ ９�６ ９�９ ９�１７ １０�２１ 微 中 ８４ ８２ ３�５ １２�７ －

北陸４号 平均 ９�２０ ９�２２ ９�３０ １１�１ 無 少 ６５ ６１ ６�９ １８�０ ７９�２
北海Ｔ８号 平均 ９�２２ ９�２５ １０�６ １１�６ 無 少 ７３ ６９ ６�８ １７�３ ９１�９
とよむすめ 平均 ９�１０ ９�１３ ９�２１ １０�２５ 微 中 ８４ ８２ ３�３ １１�９ １６�６

４ 中央農業総合研究センター研究報告 第１８号（２０１３．３）



表９ 「北陸４号」の固定度調査成績

注）耕種概要は表５と同じで，調査個体数は各試験区２０個体である．

表１０ 「北陸４号」と原品種「ダッタン種」との特性の比較

注）１）＊、＊＊はＦ検定によりそれぞれ５％，１％水準で差が有意であることを示す．
２）「ダッタン種（Rotundatum）」である．

品種名 反復 草丈 主茎長 分枝数 節数 花房数 茎の太さ
平均（�）ＣＶ（％） 平均（�）ＣＶ（％） 平均（本）ＣＶ（％） 平均（節）ＣＶ（％） 平均（個）ＣＶ（％） 平均（�）ＣＶ（％）

北陸４号 １ ５２�０ １１�０ ５１�０ １１�４ ５�９ １２�４ １７�７ ７�０ ５６�０ ３０�３ ４�７ １８�２
２ ４９�７ ８�８ ４８�２ ９�６ ６�４ １６�０ １８�０ ５�４ ６７�６ ４４�０ ４�４ １８�０
３ ５０�９ ６�７ ４８�８ ６�４ ６�４ １２�５ １７�０ ６�０ ５８�４ ２１�１ ５�１ １６�２
４ ５２�４ ７�８ ５０�３ ８�９ ６�４ １１�５ １７�０ ６�４ ７０�１ ４０�４ ４�７ １６�５
平均 ５１�２ ８�６ ４９�６ ９�１ ６�２ １３�１ １７�４ ６�２ ６３�０ ３３�９ ４�７ １７�２

北海Ｔ８号 １ ７０�９ ８�４ ６８�６ ７�８ ６�２ ２３�７ １９�４ ７�７ ８８�２ ３８�６ ５�８ １３�４
２ ６６�４ ９�８ ６４�２ ９�３ ６�６ ２０�６ １９�３ ５�９ ７８�５ ３３�３ ５�３ １７�１
３ ６５�０ ８�６ ６２�５ １０�０ ７�３ １７�９ １８�４ ９�０ ８７�９ ３３�２ ５�２ ２０�５
４ ６３�４ ９�０ ６１�５ ９�４ ６�７ １１�９ １８�３ ４�３ ６１�９ ２２�２ ５�５ １４�７
平均 ６６�４ ９�０ ６４�２ ９�１ ６�７ １８�５ １８�８ ６�７ ７９�１ ３１�８ ５�５ １６�４

ダッタン種 １ ６４�８ ８�５ ６３�３ ９�５ ６�６ １９�０ ２０�６ ７�３ ７８�９ ３２�４ ５�６ １９�９
（Rotundatum） ２ ６６�３ ９�６ ６５�１ ９�７ ６�９ １９�２ １９�６ ９�３ ７５�０ ３５�０ ５�３ １７�５

３ ６１�４ １３�１ ５６�５ １３�９ ８�０ １５�３ １８�８ １２�８ ９８�５ ３６�１ ５�７ ２３�３
４ ５９�０ ７�７ ５６�９ ７�９ ７�２ １３�６ １８�５ ５�８ ５６�９ ２３�２ ５�１ １４�２
平均 ６２�９ ９�７ ６０�４ １０�３ ６�７ １８�５ １９�４ ８�８ ７７�３ ３１�７ ５�４ １８�７

形質 ２００２年 ２００３年 ２００４年

北陸
４号

ダッタン２）

種
北陸
４号

ダッタン
種

北陸
４号

ダッタン
種

開花始（月日） ９�１３ ９�１４ ９�２２ ９�２３ ９�１７ ９�１７ ＊
開花期（月日） ９�１５ ９�１６ ９�２３ ９�２７ ９�１９ ９�１９ ＊＊
開花最盛期（月日） ９�２９ １０�２ １０�３ １０�１０ ９�２７ １０�２ ＊＊
成熟期（月日） １０�１６ １０�２１ １１�５ １１�１４ １０�２７ １０�３０ ＊＊
倒伏程度
開花期 無 無 無 無 無 無
成熟期 無 微 微 微 少 少
茎の太さ（�） ６�５ ６�４ ４�７ ５�４ ５�６ ５�６
草丈（�） １０６�８ １０９�２ ５１�２ ６２�９ ６４�４ ７４�４ ＊＊
主茎長（�） １０４�４ １０７�１ ４９�６ ６０�４ ５９�４ ７２�１ ＊＊
分枝（本） ８�２ ５�６ ６�２ ７�２ ７�３ ７�１
節数（節） １７�４ １８�３ １７�４ １９�４ １８�６ １９�９ ＊＊
花房数（個） ３４�８ ４７�６ ６３�０ ７７�３ － －
葉の大きさ（�） ６０�７ ６３�６ ４７�４ ６２�２ ６１�１ ８２�５ ＊＊
子実重（�／１０a） ３６�７ ３８�４ ５１�８ ５７�７ １７�３ ３１�５
容積重（ｇ／l） ６５０ ６７０ ６６９ ６７９ ６４５ ６２５
千粒重（ｇ） １８�０ １７�４ ２２�９ ２０�９ １６�９ １５�３ ＊＊
製粉歩留り（％） ６７�４ ６８�７ ６７�１ ６６�０ ７０�６ ６８�０
ルチン含量（�／１０g） １９７�０ ２０７�８ １９６�９ ２１７�４ １７４�７ １８０�３ ＊＊

５伊藤誠治・大澤良・馬場孝秀・青木恵美子・堤忠宏・荒川明・林敬子：ダッタンソバ新品種「北陸４号」の育成とその特性



である育成地では，湿害により，「北陸４号」は低

収となったと考えられる．

固定度調査（表９）より，草丈，主茎長，分枝数，

節数，花房数，茎の太さの変動係数は，「北海Ｔ８

号」と同程度で，原品種の「ダッタン種（Rotundatum）」

よりは低いため，「北陸４号」は実用的に十分固定

していると判断した．

「北陸４号」と原品種の「ダッタン種（Rotundatum）」

との特性の比較を表１０に示した．「ダッタン種（Ro-

tundatum）」に比べ開花期，成熟期が早く，草丈，

主茎長が短く，葉の大きさが小さかった．また，千

粒重は大きく，ルチン含量は少なかった．したがっ

て「北陸４号」は原品種の「ダッタン種（Rotundatum）」

と異なると判断できる．

５．配付先における成績
配付先における成績を表１１～表１３に示した．「北

陸４号」は，長野県では普通ソバである「信濃１号」

に比べ多収であり，岐阜県および岡山県は年により

多収であったが，それ以外では標準品種に比べ低収

であった．試験が行われた長野県中信農業試験場（塩

尻市，現長野県野菜花き試験場）は，腐植質火山灰

土の畑地土壌（３）で，ダッタンソバの湿害に遭うこと

が少なく，自殖性の特性が発揮され多収になったと

考えられる．また，標準品種である「信濃１号」も

他の地域の普通そばに比べ多収であった．岩手県で

は，同じダッタンソバの「軽米在来」との比較で低

収であったが，「北陸４号」が早生で，主茎長が短

く，生育量が少なかっためと考えられた．製粉歩留

まりは，普通そばに比べ育成地と同様低かった．ル

チン含量は，普通ソバに比べ１００倍程度と高く，同

じダッタンソバの「軽米在来」に比べやや高かった．

�．普及状況と今後の展開に向けて

「北陸４号」は、各県における栽培適性評価当初

に、岐阜県において，普通ソバに比べ多収であり，

高ルチンの特性を活かした特産品の開発利用を目的

とした生産が見込まれた．しかし、本格的な栽培に

向けて栽培試験が続けられたが、イノシシによる被

害が連続し、栽培を断念した。しかし、石川県の建

設会社Ｍ社（金沢市）が、農業生産部門を開始する

に当たり、健康に良い作物としてダッタンソバの栽

培を検討した。その結果、「北陸４号」を栽培する

こととなり、利用許諾契約を結んだ。このことによ

り、Ｍ社から「北陸４号」の種子が全国に向けて販

売されることになった．そのＭ社からの情報による

と、長野県，栃木県，埼玉県，滋賀県，新潟県，富

山県，東京都などの生産者等に「北陸４号」の種子

が販売されている（私信）．種子の販売量から類推

すると「北陸４号」の栽培面積は数�と推測される。
新潟県では新潟県農業総合研究所高冷地農業技術

センターにおいて「北陸４号」の栽培法に関する研

表１１ 配付先における子実重の標準比

注）１）◎：極有望，○：有望，△：再検討，×：廃棄．
２）「軽米在来」はダッタンソバ，それ以外の標準品種は普通ソバである．

県名
子実重の対標準比（％）と有望度１）

標準品種２）
年度 １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３

岩手 ２１ ７５ 軽米在来
秋田 ２９ ３８ 青森在来
福島（会津） ５１ 信濃１号
新潟 ３６ ３９ ４５× ０× 信濃１号
福井 ２５× 大野在来
長野 ２６４ １６６ １０５ １９２ １３２ 信濃１号
群馬 １１５ 中之条在来
岐阜 ７６△ １７３○ １０４◎ 信濃１号
岡山 １０ ６３ ５９ １２１ 信濃１号

６ 中央農業総合研究センター研究報告 第１８号（２０１３．３）



表１２ 配付先における試験成績

注）１）耕種概要は各地域の標準による．
２）倒伏程度，０：無，１：微，２：少，３：中，４：多，５：甚の６段階評価である．
３）比較品種は，軽米在来はダッタンソバ，それ以外は普通ソバである．

試
験
年
度

播
種
期

開
花
始

開
花
期

成
熟
期

主
茎
長

主
茎
節
数

分
枝
数

倒
伏
程
度

全
重

子
実
重

同
左
標
準
比

千
粒
重

容
積
重

外
観
品
質

有
望
度

試験場所 品種名

月日 月日 月日 月日 � 節 本 �／a �／a ％ ｇ �／l
岩手 ２００２ ７�２２ － － １０�６ ５６ １４�３ ４�５ ３ １０�６ ４�０ ２１ １８�８ ６０３ －

北陸４号 ２００３ ６�５ － ７�１７ ９�１ １３６ １５�９ ３�９ ５ － ８�０ ２４０ １６�９ ５１８ －
２００３ ６�２０ － ７�２９ ９�２０ １３６ １６�４ ４�５ ４ － １０�２ ７０ １８�９ ６００ －
２００３ ７�８ － ８�１１１０�１４ １０６ １６�８ ３�７ ３ ３４�７ １６�１ ７５ １８�３ ６４０ －
２００２ ７�２２ － － １０�９ ９３ １５�２ ８�８ ５ ４１�７ １８�９ １００ １８�９ ５４４ －

軽米在来 ２００３ ６�５ － ７�２１ ９�２０ １８４ ２３�１ ８�２ ４ － ３�９ １００ １６�０ ５４８ －
２００３ ６�２０ － ７�３１ ９�２４ １６２ ２０�０ ３�９ ４ － １４�６ １００ １７�４ ６０９ －
２００３ ７�８ － ８�１５１０�２１ １２６ １７�２ ４�２ ３ ６３�７ ２１�５ １００ １７�９ ６４３ －

秋田 北陸４号 １９９９ ７�２７ ９�２ － １０�４ １１５ １８�６ ５�３ ４ １８�０ ４�０ ２９ １９�６ ６８４ －
２０００ ８�１ － － １０�１６ ９９ １９�０ － ０ － ８�７ ３８ １７�０ ６７３ －

青森在来 １９９９ ７�２７ ８�１９ ８�２１ ９�３０ １０９ １３�１ ４�２ ４ ３５�０ １３�６ １００ ２９�７ ６２４ －
２０００ ８�１ ８�２３ ８�２６１０�４ ９３ １１�６ ３�７ ２ ４８�２ ２２�６ １００ ２８�４ ６１１ －

福島 北陸４号 １９９９ ８�６ － ９�６１０�１８ ９６ １６�７ ６�４ １ １８�８ ５�４ ５１ ２０�８ ６０２ －
（会津） 信濃１号 １９９９ ８�６ － ９�２１０�１３ １３８ １２�４ ３�７ ３ ４２�７ １０�５ １００ ３２�７ ６２６ －
新潟 １９９９ ８�１１ ９�１１ ９�１４１０�２７ ５１ １５�０ ３�９ ３ － ２�３ ３６ １８�３ － －

北陸４号 ２００１ ８�９ － ９�１３１０�２０ ９２ １６�１ ５�６ ３ １６�０ ５�９ ３９ １８�９ ６５４ －
２００２ ８�８ － ９�１７１０�３０ ７９ １５�５ ５�２ ４ ２０�２ ７�７ ４５ ２３�１ ６８１ － ×
２００３ ８�１１ － － １０�２２ ３５ １２�８ ３�１ ０ － － － － － － ×
１９９９ ８�１３ ９�３ ９�５１０�３ ９６ １０�６ ２�２ ５ － ６�５ １００ ２９�２ ５２２ －

信濃１号 ２００１ ８�９ ８�３１ ９�２１０�６ ７５ ９�３ ３�２ ３ ２８�８ １５�０ １００ ２８�９ ５７７ －
２００２ ８�８ － ９�９１０�１６ ９５ １０�９ １�８ ３ ４２�２ １７�３ １００ ３３�８ ６７４ －
２００３ ８�１１ － ９�２１０�１０ ７８ ９�１ １�８ ２ １８�７ ６�２ １００ ２２�２ ６７８ －

福井 北陸４号 １９９９ ８�１２ － ９�１２１１�１ ３０ － － ０ ９�７ ３�６ ２５ １９�０ ５７７ ４ ×
大野在来 １９９９ ８�１３ － ９�１４１１�５ １０４ １０�８ ３�４ ３ ５７�７ １４�６ １００ ２８�２ ５８１ ５

長野 １９９９ ８�５ ９�５ ９�７ － － － － ０ ４８�６ ２５�３ ２６４ ２０�４ ７０５ －
２０００ ８�４ ９�１ ９�５１０�１９ １３１ １９�９ ４�７ １ ６２�７ ３８�２ １６６ ２１�８ ７０４ －

北陸４号 ２００１ ８�６ ９�８ ９�１０１１�１ １１０ １９�１ ６�４ ３ ５６�６ ３５�２ １０５ ２２�５ ６７３ －
２００２ ８�９ ９�５ ９�６１０�１８ １３５ １９�３ ５�７ ５ ５６�７ ３０�２ １９２ ２２�６ ６６５ －
２００３ ８�５ ９�７ ９�８ － １０９ １９�４ ４�７ ２ ７３�６ ３９�１ １３２ ２４�０ ６７６ －
１９９９ ８�５ ８�２９ ９�１１０�２ ９１ １０�８ ３�２ ０ ３０�９ ９�６ １００ ３０�１ ６０６ －
２０００ ８�３ ８�２４ ８�２７１０�４ １０７ １１�４ ２�７ １ ５３�４ ２３�０ １００ ３０�６ ６３８ －

信濃１号 ２００１ ８�６ ９�１ ９�１５１０�１２ １０４ １０�６ ３�２ ４ ６６�９ ３３�５ １００ ３４�５ ６４０ －
２００２ ８�９ ８�２８ ９�１１０�９ １１７ １１�０ ３�６ ３ ４８�０ １５�７ １００ ３０�８ ６５９ －
２００３ ８�５ ８�２８ ８�３０１０�２０ ８０ １０�１ ２�９ ０ ５６�７ ２９�６ １００ ３３�２ ６４３ －

群馬 北陸４号 １９９９ ８�９ － － － ８５ １３�８ ７�６ ５ ２１�２ １１�６ １１５ １９�１ － －
（吾妻） 中之条在来 １９９９ ８�９ － － － １０６ １１�０ ３�８ ５ ２６�３ １０�１ １００ ２８�９ － －
群馬 北陸４号 １９９９ ８�１５ － － － ５２ １１�５ ３�５ ０ ７�４ ４�６ － １８�２ － －
（利根）
岐阜 ２００１ ８�１４ ９�１２ ９�１５１０�３１ １３２ １７�７ ３�９ ４ － １２�６ ７６ ２１�４ － － △

北陸４号 ２００２ ８�１２ ９�１２ － １０�２４ － １５�０ ４�９ ２ － ２６�７ １７３ ２１�９ － － ○
２００３ ７�２５ ８�２６ ８�２９ ９�２６ １２４ １７�５ ３�９ ２ － １０�８ １０４ １６�４ － － ◎
２００１ ８�１４ ９�８ － １０�２８ １０５ ９�６ ２�７ ２ － １６�６ １００ ２７�１ － －

信濃１号 ２００２ ８�１２ ９�２ － １０�１２ ６７ ８�６ ３�０ １ － １５�４ １００ ２８�４ － －
２００３ ７�２５ ８�１８ ８�２１ ９�１０ ６４ ７�９ １�５ ０ － １０�４ １００ ２６�５ － －

岡山 北陸４号 １９９９ ８�１１ ９�１７ ９�２４１０�１８ ５７ １４�２ ５�０ ２ － １�０ １０ １４�０ ５１８ －
２０００ ８�１０ ９�２３１０�１２１１�２ ７６ １５�１ １２�４ ３ ２０�７ １７�１ ６３ ２１�６ ６３７ －
２０００ ８�２８１０�６１０�２７１１�２０ １００ １４�４ ６�９ ２ ３３�６ １８�２ １８２ ２４�１ ６４７ －
２００１ ８�９ ９�１４ － １０�２８ ９０ １８�５ ２４�０ ０ ２０�９ １２�１ ５９ ２２�９ ６１２ －
２００１ ８�２３ ９�２１１０�１１０�２８ ７８ １５�７ ４�５ ０ ２３�４ １３�３ ６８ ２２�４ ６０６ －
２００２ ８�９ － ９�１６１１�７ １０１ １６�８ ４�６ １ ６８�６ ３５�１ １２１ ２１�９ ６８１ －

信濃１号 １９９９ ８�１１ ９�２ ９�１５１０�８ １００ １４�２ ２�９ ５ － ９�８ １００ ２６�０ ５５７ －
２０００ ８�１０ ９�１１１０�６１０�２１ ７３ １０�６ ４�５ １ ４５�０ ２７�１ １００ ３４�７ ６１８ －
２０００ ８�２８１０�１１０�１９１１�７ ８６ １０�１ ３�３ １ ３１�６ １０�０ １００ ３１�０ ５６７ －
２００１ ８�９ ８�２９ － １０�１０ １００ １３�１ １１�５ １ ５３�１ ２０�５ １００ ３３�８ ５８９ －
２００１ ８�２３ ９�１３ － １０�２０ ８８ １０�８ ２�５ １ ３８�４ １９�６ １００ ３４�６ ５９０ －
２００２ ８�９ － ９�５１０�１９ ７１ １１�４ ２�１ － － ２９�１ １００ ３０�５ ６１７ －

岡山 北陸４号 ２００２ ８�１０ － － １０�２９ １２５ １９�０ ６�０ － ６５�１ ３３�９ － ２４�０ ６８３ －
（哲西） ２００３ － － － － － － － ２４�２ １６�０ － ２２�７ ６６１ －

７伊藤誠治・大澤良・馬場孝秀・青木恵美子・堤忠宏・荒川明・林敬子：ダッタンソバ新品種「北陸４号」の育成とその特性



究を２００７年から３年間実施し、普及技術「開発畑の

経営安定と農地管理ができるダッタンソバ（高ルチ

ン含有そば）」（４）としてまとめられた�津南町では、
その研究成果を活用した「北陸４号」の生産者が、

ソバの生産性向上と経営改善の工夫が評価され、

２０１０年度全国そば生産者表彰事業集団の部で日本蕎

麦協会長賞を受賞（８）した．津南町で栽培された「北

陸４号」は新発田市のそば屋において提供されてい

る。また，２０１１年から耕作放棄地対策として新たに

新発田市において試験的生産が始まっている（私

信）．これらの先進事例において、良好な成績が得

られることを契機として、今後新潟県下越地域に「北

陸４号」の栽培が広がることを期待したい。

ダッタンソバの全国の作付面積は２００７年の６２�か
ら２０１１年の３２５�まで増加してきている。主体は８５％
を占める北海道、次いで長野県で、その他の地域で

２１�が作付けされている（５）。現在，ダッタンソバで
は農産物検査規格が策定されたところであり，２０１１

年度からダッタンソバを含むソバが農業者戸別所得

補償の対象となり，今後普通ソバ・ダッタンソバの

栽培面積の増加が期待される．他殖性虫媒花である

普通ソバに対し、ダッタンソバは自殖性であるため、

収量性が普通ソバに比べ３倍程度とも言われてい

る（２）。しかし、育成地の結果では、湿害に弱い普通

ソバに比べてもさらに弱いと考えられ、重粘土壌で

排水が悪く、さらに秋雨時の降水量が多い育成地の

試験では、普通ソバ「とよむすめ」に比べ収量が低

かった。そのため今後は「北陸４号」の耐湿性を向

上させた品種育成が必要である。また、耐湿性をそ

れほど必要としない中山間の畑地や排水良好な転換

畑への栽培拡大に期待したい。本報告が今後の栽培

拡大の報告が参考になることを期待する。

表１３ 配付先における製粉歩留りとルチン含量

注 １）比較品種は、軽米在来はダッタンソバ、それ以外は普通ソバである．

試験場所 品種名 製粉歩留り（％） ルチン含量（�／１０ｇ）
系統名 １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ 平均 １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ 平均

岩手 北陸４号 － － － ６４�９ ６９�６ ６７�３ － － －２２６�３２６７�３２４６�８
軽米在来 － － － ６４�１ ６７�４ ６５�８ － － －２０９�６２２１�６２１５�６

秋田 北陸４号 ６８�２ － － － － ６８�２ １４５�７ － － － －１４５�７
青森在来 ７２�９ － － － － ７２�９ １�６ － － － － １�６

福島 北陸４号 ７３�０ － － － － ７３�０ １１７�３ － － － －１１７�３
（会津） 信濃１号 ７２�７ － － － － ７２�７ １�２ － － － － １�２
新潟 北陸４号 ７１�６ － ６８�２ ６３�９ － ６７�９ １０４�８ －１９７�９２１３�８ －１７２�２

信濃１号 ７３�２ － ７４�１ ６９�８ － ７２�４ １�５ － １�８ ２�７ － ２�０
福井 北陸４号 ３９�６ － － － － ３９�６ ４５�６ － － － － ４５�６

大野在来 ５６�６ － － － － ５６�６ ０�４ － － － － ０�４
長野 北陸４号 ７４�５ ７４�６ ６８�３ ６７�９ ６３�２ ６９�７ １４２�１１７５�９１８６�４２４８�１１６９�２１６４�９

信濃１号 ７９�０ ７６�２ ７４�７ ７６�６ ７１�４ ７５�６ ２�１ １�６ １�５ ２�２ １�３ １�７
群馬 北陸４号 ６５�８ － － － － ６５�８ １３２�８ － － － －１３２�８
（吾妻） 中之条在来 ７５�４ － － － － ７５�４ １�１ － － － － １�１
群馬 北陸４号 ６７�８ － － － － ６７�８ １４２�４ － － － －１４２�４
（利根）
岐阜 北陸４号 － － ６７�２ ６０�７ － ６４�０ － －１８７�５１９７�０ －１８７�８

信濃１号 － － ７６�８ ７６�８ － ７６�８ － － １�７ ３�１ － ２�４
岡山 北陸４号 ６４�５ ６９�３ ６７�５ ７０�８ － ６８�０ １４４�５１５５�８１５０�７２４５�２ －１７４�１

（晩播） － ６８�３ ６８�０ － － ６８�２ －１４６�８１７７�１ － －１６２�０
信濃１号 ７５�６ ７５�４ ７１�９ ７２�４ － ７３�８ ２�０ １�９ ２�０ ２�３ － ２�１
（晩播） － ７０�１ ７１�７ － － ７０�９ － １�５ １�９ － － １�７

８ 中央農業総合研究センター研究報告 第１８号（２０１３．３）



�．栽培適地および栽培上の留意点

「北陸４号」の栽培適地は，東北から中国地方の

畑作秋ソバ栽培地帯である．

また，「北陸４号」の栽培上の注意点は以下の通

りである．

１．耐湿性は普通ソバと比べても弱いので，排水対

策を万全にすること．排水の悪い転換畑では、栽

培を極力避けること．

２．普通ソバと同様脱粒し易いので，適期収穫に努

めること．

３．計画的な種子更新を計り，特性の維持に努める

こと．

�．命名の由来および育成従事者

「北陸４号」は，地方配付番号名である．「北陸

４号」の育成には表１４に示す７名が従事した．

�．摘要

本州向けのダッタンソバ新品種「北陸４号」を育

成した．本品種は「ダッタン種（Rotudatum）」から

の選抜によって育成した品種である．「北海Ｔ８号」

に比べ，早生で，草丈が短く，収量は同程度である．

普通ソバの「とよむすめ」に比べ，晩生で，草丈が

短く，収量が低い．粉は黄色く，ルチン含量は８０倍

である．本州の秋ソバに適する．２００７年３月に品種

登録された．

表１４ 「北陸４号」の育成従事者

＊１ 中央農業総合研究センター北陸研究センター
＊２ 現 筑波大学
＊３ 元 九州沖縄農業研究センター
＊４ 現 畜産草地研究所
＊５ 中央農業総合研究センター
＊６ 現 福岡県農林水産部
＊７ 現 作物研究所

試験年次 １９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５
世代 Ｓ０ Ｓ１ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４ Ｓ５ Ｓ６ Ｓ７ Ｓ８ Ｓ９ Ｓ１０ Ｓ１１
【担当者】
伊藤誠治＊１

大澤 良＊２

堤 忠宏＊３

荒川 明＊４

林 敬子＊５

馬場孝秀＊６

青木恵美子＊７
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写真１ 「北陸４号」の草姿
（左：北陸４号，右：北海Ｔ８号）

写真２ 「北陸４号」の種子
（左：北陸４号，右：北海Ｔ８号）

１０ 中央農業総合研究センター研究報告 第１８号（２０１３．３）
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Summary

A New Tartary Buckwheat Variety, “Hokuriku 4”

Seiji Ito*1, Ryo Ohsawa*2, Takahide Baba*3, Emiko Aoki*4,
Tadahiro Tsutumi*5, Akira Arakawa*6, and Keiko Hayashi*7

In 2005, a new variety of tartary buckwheat [Fagopyrum tataricum (L.) Gaertn.], ‘Hokuriku 4’, which is adapted

for cultivation in Honshu, was developed at the Hokuriku Research Center of NARO Agricultural Research Center

(NARO/NARC) (formerly, the Hokuriku National Agricultural Experiment Station). ‘Hokuriku 4’ was selected from

the variety ‘DATTANSHU (Rotundatum)’ preserved in the NIAS Genebank. The times to full flowering and maturity

in ‘Hokuriku 4’ are 4 and 5 days earlier, respectively, than in ‘Hokkai T8,’ the tartary buckwheat well adapted to

growing in Hokkaido. Although the height of full−grown ‘Hokuriku 4’ plants is approximately 10 cm shorter than

that of ‘Hokkai T8’ plants, the grain yield of these two varieties is almost equal. The level of rutin in the grains of

tartary buckwheat is typically higher than that in the grains of common buckwheat, and its level in ‘Hokuriku 4’ is

approximately 80 times that in the ‘Toyomusume’ variety of common buckwheat.

*1 NARO Agricultural Research Center Lowland Farming Division, *2 University of Tsukuba,
*3 Fukuoka Prefecture Department of Agriculture, Forestry and Fisheries, *4 NARO Institute of Crop Science,
*5 Retired: NARO Agricultural Research Center for Kyushu Okinawa Region, *6 NARO Institute of Livestock and Grassland Science,
*7 NARO Agricultural Research Center Plant Protection Division
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